
第 4 章 

プロジェクトの妥当性の検証 



- 111 - 

第 4 章 プロジェクトの妥当性の検証 

4-1 プロジェクトの効果 

本プロジェクトの目標は、ピライ川の洪水による侵食に対する国道 4 号線の日ボ友好橋取付け道

路の保全に必要な対策(案)を示すことにある。また、プロジェクトの内容としては、取付け道路保全

のための構造物対策及び非構造物対策、関連する施設の概略設計と概算事業費の算定、河川管理実施

機関の能力強化支援等の技術協力(案)の提示にある。 

ここで取りまとめたプロジェクトの成果である概略設計や技術協力(案）は、それが実際に具体化

することにより効果を発揮することから、概略設計等に基づき工事が実施された場合の効果も含めて

プロジェクトの効果とすると次のようなる。 

表  4-1-1 プロジェクトの効果 

現状と問題点 協力事業での対策 直接効果・改善程度 間接効果・改善程度 

洪水時に河道が変動し、

取付け道路護岸が被災

し、国道 4 号線の交通に

支障をきたす。 

交通障害により、サンタク

ルス県の経済活動が阻害

される。 

①護岸の補強、根固めの

設置 

②河道整正のための水制

工・ベーン工の設置と既

存水制の補強 

取付け道路の洪水時の安

全性が確保される。 

河道の変動が抑えられ、

河岸の侵食が防止される

とともに、日ボ友好橋の橋

台、橋脚の洗掘が緩和さ

れる。 

 

洪水による交通障害が取り

除かれることにより、農産

物の物流面での安定化を

もたらし、生産意欲を促進

する。 

河岸周辺住民の洪水に対

する安全性が改善される。

これによりサンタクルス県

住民の経済及び生活向上

に寄与する。 

国道 4 号線上に位置する日ボ友好橋は、国道 4 号線沿線のサンタクルス県北部地域の農産物のサ

ンタクルス方面及びコチャバンバ方面への物流に大きく寄与している。日ボ友好橋による農産物の物

流の影響を受ける地域として、サンタクルス市、ワルネス郡、オビスポサンテステバン郡、サラ郡、

イチロ郡が想定され、裨益人口としては約 150万人におよぶ。 

4-2 課題・提言 

4-2-1 相手国側の取り組むべき課題・提言 

本プロジェクトが効果を発揮するためには、その主要な成果である概略設計に基づき詳細設計や必

要とする環境影響評価を行い、予算を確保して工事を実施することが求められる。予算の確保につい

ては、財政的な余裕は必ずしも無いが、自国の財源及び外国の支援など広い範囲を検討する必要があ

ろう。また、工事の実施に際しては、留意事項に配慮する必要がある。 

工事の実施も含めたプロジェクトの効果が発現し、持続するためには技術力と必要な財源の確保が

課題と考えられる。ここで対象とする洪水による災害に関しては、稀にしか発生せず予測が困難であ

る。しかし、ひとたび発生すると損失は大きなものになる可能性を秘めている。また、｢ボ」国サン



- 112 - 

タクルス県周辺では経済活動が盛んであり、経済発展に伴う災害の発生や地球温暖化による気象変動

による災害の激化などの課題を有している。これら災害を防止するためには技術力を保持する必要が

ある。幸いにもサンタクルス県においてはピライ川の改修に関連してＳＥＡＲＰ設立され、情報の蓄

積や工事の実績を有している。したがって、この組織を核として技術力の維持、発展させることが可

能と考えられる。なお、具体的な支援策については先に述べた。 

技術力に関しては、SEARPI のみならず、関連するコンサルタント、建設業者の技術力もあわせ

て保持する必要がある。特に、災害対策は公共性が高いため官庁技術者に頼る必要があるが、官庁に

おいては人材の流動性が高いため、コンサルタント等も含めた技術力の保持を図る必要がある。 

災害対策は不確定要素が多いために、計画的に実施することを困難としているが、一定の災害復旧

費を確保しておき、災害の発生に対処することにより、段階的に施設を整備することが可能と考えら

れる。 

4-2-2 技術協力・他ドナーとの連携 

技術協力に関しては、このプロジェクトの一環として技術協力(案)について記載している。他ドナ

ーとの連携に関しては、今回の災害を生じたピライ川の洪水防止に関して、過去に EUの支援を受け

た経緯がある。災害の原因が河道の蛇行にあるために、橋梁地点での対策のみならず、ピライ川の安

定を図ることが被害の軽減に結びつく。河道改修が実施されれば、取付け道路の安全性が向上すると

考えられる。したがって、ピライ川の河道の整正に関して、ヨーロッパ諸国による支援が期待できる

場合には連携も考えられる。 

4-3 プロジェクトの妥当性 

プロジェクトの妥当性については、工事の実施も含めて考察する。ここで検討した対策は｢ボ」国

の東西回廊を構成する幹線道路である国道 4 号線上の日ボ友好橋の取付け道路の保全を目的とする

ものである。ピライ川の洪水により取付け道路が通行不能になった場合、物流の停止や長距離迂回に

より、ボリビア国の流通、ひいては社会経済活動に大きな負の影響を与えることになる。また、現在

整備が進められている東西回廊のブラジル国境への国道と相俟って取付け道路の安全性の確保は重

要な役割を担っている。また、工事の実施は｢ボ」国での技術で実施可能であり、環境への影響も工

事に伴うものが一部あるが大きな影響は発生しない。したがって、工事も含めた本プロジェクトは、

その妥当性は高い。 

4-4 結 論 

本プロジェクトは日ボ友好橋の取付け道路護岸の保全のための概略設計をその主要な要素として

いるが、この設計に基づき工事が実施されれば、物流の主要な幹線である国道 4 号線の安全が確保

され、サンタクルス県及び｢ボ」国の経済発展に大きく寄与するものと考えられる。 
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資料-1 調査団員氏名・所属 

 

(1) 現地調査団団員リスト 

氏 名 担 当 所属先・職位 

永 田 謙 二  総括 JICA地球環境部国際協力専門員 

金 谷 祐 昭  計画管理 JICA地球環境部 水資源・防災グループ

防災第二課 

橋 本  宏  業務主任／河川計画／維持管理 セントラルコンサルタント(株) 

増 子  学  河川防災対策／河川構造物 セントラルコンサルタント(株) 

池 田 精 寿  土質・地質 (株)地球システム科学 

和 田 潤 一  施工／積算 セントラルコンサルタント(株) 

仁 平 正 人  環境社会配慮／社会経済 セントラルコンサルタント(株) 

岩 永 一 美  業務調整 セントラルコンサルタント(株) 

 

(2) 概略設計概要説明調査団団員リスト 

氏 名 担 当 所属先・職位 

松 山 博 文  総括 JICAボリビア事務所長 

橋 本  宏  業務主任／河川計画／維持管理 セントラルコンサルタント(株) 

増 子  学  河川防災対策／河川構造物 セントラルコンサルタント(株) 
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資料-2 調査行程 

(1) 現地調査行程表 

日数 月 日 曜日 内容 

1 9 28 月 岩永ラパス着 

2  29 火 調査団ラパス着、JICA ボリビア事務所、日本大使館、運輸省次官室(VT)、ボリビア道路管

理局(ABC)、公共投資海外金融次官室(VIPFE)表敬 

3  30 水 ABC本部打ち合わせ、調査団サンタクルス着 

4 10 1 木 サンタクルス県庁、ABCサンタクルス支所、ピライ川治水公団(SEARPI)表敬 

5  2 金 官団：サンファン移住地日ボ協会表敬 

ABCサンタクルス支所打ち合わせ。 

6  3 土 ABC及び SEARPI同行国道４号線、日本・ボリビア友好橋視察 

7  4 日 永田、金谷、橋本ラパス着 

団内打ち合わせ 

8  5 月 ラパス：ABC本部、VT、VIPFE 打ち合わせ 

サンタクルス：委託業者仕様内容説明及び見積依頼、ABCサンタクルス支所打ち合わせ 

9  6 火 ラパス：ABC本部、VT、VIPFE 打ち合わせ 

サンタクルス：委託業者仕様内容説明及び見積依頼、ABCサンタクルス支所打ち合わせ 

10  7 水 ラパス：Ｍ/Ｄ署名、JICAボリビア事務所及び日本大使館報告 

サンタクルス： ABCサンタクルス支所打ち合わせ、収集資料分析 

11  8 木 永田、金谷ラパス発、橋本サンタクルス着 

団内打ち合わせ、収集資料分析 

12  9 金 和田、仁平ラパス着 

資料収集/分析 

13  10 土 永田、金谷帰国 

資料収集/分析、会議資料作成 

14  11 日 和田、仁平サンタクルス着 

資料収集/分析、会議資料作成 

15  12 月 第 1回会議（ABCサンタクルス支所） 

16  13 火 資料収集/分析、会議資料作成 

17  14 水 再委託業者選定、会議資料作成 

18  15 木 第 2回会議（ABCサンタクルス支所） 

測量及びボーリング調査立会 

19  16 金 測量及びボーリング調査立会、資料収集/分析 

20  17 土 測量及びボーリング調査立会、収集資料分析、会議資料作成 

21  18 日 測量及びボーリング調査立会、収集資料分析、会議資料作成 

22  19 月 第 3回会議（ABCサンタクルス支所）、SEARPI打ち合わせ。 

23  20 火 資料収集/分析、測量及びボーリング調査立会、会議資料作成 

24  21 水 資料収集/分析、測量及びボーリング調査立会、会議資料作成 

25  22 木 第 4回会議（ABCサンタクルス支所） 

技術支援について SEARPIへヒアリング 

測量及びボーリング調査立会 

26  23 金 資料収集/分析、測量及びボーリング調査立会 

27  24 土 収集資料分析、団内打ち合わせ、測量及びボーリング調査立会、会議資料作成 

28  25 日 収集資料分析、団内打ち合わせ、測量及びボーリング調査立会、会議資料作成 

29  26 月 第 5回会議（ABCサンタクルス支所）、調査団ラパス着 

30  27 火 資料収集/分析、会議資料作成 

31  28 水 資料収集/分析、会議資料作成 

32  29 木 第 6回会議（ABC本部） 

33  30 金 資料収集/分析 

34  31 土 収集資料分析、団内打ち合わせ 
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日数 月 日 曜日 内容 

35 11 1 日 収集資料分析、団内打ち合わせ、会議資料作成 

36  2 月 収集資料分析、団内打ち合わせ、会議資料作成 

37  3 火 第 7回会議（ABC本部） 

38  4 水 ABC本部打ち合わせ、現地中間報告とりまとめ 

39  5 木 JICAボリビア事務所、日本大使館報告、現地中間報告とりまとめ 

40  6 金 第 8回会議（VIPFE）現地中間報告 

41  7 土 和田サンタクルス着、収集資料分析 

42  8 日 仁平サンタクルス着、収集資料分析 

43  9 月 橋本、増子、岩永ラパス発 

サンタクルス：ABCサンタクルス支所及び SEARPI打ち合わせ 

44  10 火 橋本、増子、池田、岩永サンタクルス発、資料収集/分析 

45  11 水 橋本、増子シカゴ発、池田、岩永マイアミ発 

46  12 木 橋本、増子、池田、岩永帰国 

47  13 金 資料収集/分析 

48  14 土 和田、仁平ラパス着、収集資料分析 

49  15 日 収集資料分析 

50  16 月 資料収集/分析、報告書作成 

51  17 火 資料収集/分析、報告書作成 

52  18 水 資料収集/分析、報告書作成 

53  19 木 資料収集/分析、報告書作成 

54  20 金 資料収集/分析、報告書作成 

55  21 土 和田、仁平帰国 

注） ABC：ボリビア道路管理局 VT：運輸省次官室 VIPFE：公共投資海外金融次官室 SEARPI ：ピライ川治水公団 

(2) 概略設計概要説明調査行程表 

日数 月 日 曜日 内容 

1 2 3 水 橋本、増子成田発 

2  4 木 サンタクルス着、ABCサンタクルス支所概略設計協議 

3  5 金 SEARPI概略設計協議、現地調査（ABCサンタクルス支所同行） 

4  6 土 サンタクルス発、ラパス着 

5  7 日 資料整理 

6  8 月 ABC本部概略設計協議 

7  9 火 VIPFE、ABC本部協議、日本大使館報告、JICAボリビア事務所報告 

8  10 水 橋本、増子ラパス発 

9  11 木 移動日 

10  12 金 成田着 
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資料-3 関係者（面会者）リスト 

 

(1) ボリビア側 

氏  名 職 位・所 属 

(a) 公共事業・サービス・住宅省運輸次官室 (Viceministerio de Transporte: VT) 

José Kinn Franco 次官 

山根 敬生 JICA専門家 

(b) 公共投資・海外金融次官室 (Viceministerio de Inversión Pública y Financiamiento Externo : VIPFE) 

Javier Fernández Vargas 次官 

Gonzalo Huaylla Chief of Investment Programming Unit 

Delia García Analyst of Investment Programming Unit 

Gustavo Gómez Analyst of Financing management Unit 

(c ) ボリビア道路管理局 (Administradora Boliviana de Carreteras : ABC) 

Luis Sánchez 総裁 

Leonardo Ossio 管理総局長 

José Camargo 道路保全部 部長  

Erick De Las Heras 道路保全部 部長  

Andrés Cossio 道路保全部 緊急対策調査担当 

Daniel Cano 道路保全部 橋梁専門技師 

Verónica Veneros 道路保全部 水理・水文専門技師 

Marco Ayala 道路保全部 UPD橋梁技師 

Isela Bermódez 道路保全部 JICAコーディネーター 

Alvoro Cortés N. 社会環境部 技師 

Adhemar Rocabado サンタクルス支所 所長 

Walter Noé Angus サンタクルス支所 常駐コンサルタント 

Juan Carlos Vargas サンタクルス支所 工事フォローアップ技師 

Ernesto Justiniano サンタクルス支所 工事フォローアップ技師 

(d) サンタクルス県庁 

Luis Alberto Castro 公共事業部 書記官 

(e) ピライ川治水公団 (Servicio de Encausamiento de Aguas y Regulación del Río Piraí : SEARPI) 

Luis Ernesto Aguilera 技術部 部長 

Roger Límpias 技術部 業務部長 

Erwin Camargo  技術部 GIS専門技師 

Ricardo Caballero 技術部 水文専門技師 

 

(2) 日本側 

氏  名 職 位・所 属 

(a) 在ボリビア日本大使館 

山内順也 2等書記官 

中村陽子 2等書記官 

(b) JICAボリビア事務所 

松山 博文 JICAボリビア事務所所長 

上島 篤 JICAボリビア事務所次長 

名井 宏美 JICAボリビア事務所所員 

Carlos Omoya JICAボリビア事務所所員 
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統
計

年
鑑

）

E
st

ad
 s

ti
ca

s 
D

ep
ar

ta
m

en
ta

le
s 

d
e 

B
o
liv

ia
 2

0
0
8

( 
2
0
0
8
年

 ﾎ
ﾞﾘ

ﾋ
ﾞｱ

国
県

別
統

計
)

G
u
ia

 I
lu

st
ra

d
a 

d
e 

la
 F

au
n
a 

S
ilv

es
tr

e 
A

m
en

az
ad

a 
d
el

D
ep

ar
at

am
en

to
 d

e 
S
an

ta
 C

ru
z

(ｻ
ﾝ

ﾀ
ｸ
ﾙ

ｽ
県

絶
滅

危
機

に
あ

る
野

生
動

物
図

解
ｶ

ﾞｲ
ﾄﾞ

ﾌ
ﾞｯ

ｸ
）

A
re

as
 P

ro
te

gi
d
as

 d
el

 D
ep

ar
ta

m
en

to
 d

e 
S
an

ta
 C

ru
z

（
ｻ

ﾝ
ﾀ
ｸ
ﾙ

ｽ
県

保
護

地
域

)

P
ro

p
u
es

ta
 p

ar
a 

el
 m

an
ej

o
 s

o
st

en
ib

le
 d

e 
fa

u
n
a 

si
lv

es
tr

e 
y

lin
ea

m
ie

n
to

s 
p
ar

a 
p
ro

m
o
ve

r 
el

 b
io

co
m

er
ci

o
 e

n
 e

l
d
ep

ar
ta

m
en

to
 d

e 
S
an

ta
 C

ru
z

（
ｻ

ﾝ
ﾀ
ｸ
ﾙ

ｽ
県

に
お

け
る

持
続

可
能

な
野

生
動

物
管

理
案

及
び

ﾊ
ﾞ

ｲ
ｵ

・
ｺ
ﾏ

ｰ
ｽ

の
促

進
指

針
）

　
収

　
集

　
資

　
料

　
リ
　
ス
　
ト
　

2
0
0
9
年
9
月

資
　

　
　

料
　

　
　

の
　

　
　

名
　

　
　

称

河
川

護
岸

対
策

準
備

調
査

団

平
成
2
2
年
2
月
1
0
日

作
成

部
課

担
当

者
氏

名

調
査

の
種

類

現
地

調
査

期
間

調
査

団
等

名
称

P
la

n
o
 d

e 
D

ef
en

si
vo

s 
R

 o
 P

ir
a 

, 
Z
o
n
a 

P
te

. 
B

el
gi

ca
 -

 P
te

.
L

a 
A

m
is

ta
d
.

(ﾋ
ﾟﾗ

ｲ
川

堤
防

計
画

,　
ﾍ

ﾞﾙ
ﾋ
ｶ

橋
～

日
本

・
ﾎ

ﾞﾘ
ﾋ
ﾞｱ

友
好

橋
区

間
）

S
an

ta
 C

ru
z 

d
e 

la
 S

ie
rr

a 
y 

su
  

re
a 

d
e 

in
fl
u
en

ci
a

（
ｻ

ﾝ
ﾀ
ｸ
ﾙ

ｽ
･ﾃ

ﾞ･
ﾗ
･ｼ

ｴ
ﾗ
市

と
そ

の
影

響
範

囲
）

R
ed

 V
ia

l 
D

ep
ar

ta
m

en
ta

l 
A

 
o
 2

0
0
9

（
2
0
0
9
年

度
県

道
路

網
地

図
）

D
ep

ar
ta

m
en

to
 d

e 
S
an

ta
 C

ru
z,

 P
la

n
 d

e 
u
so

 d
e 

su
el

o
（
ｻ

ﾝ
ﾀ
ｸ
ﾙ

ｽ
県

土
地

利
用

図
）

O
b
ra
s
 e
je
cu
ta
d
a
s
 p
o
r 
S
E
A
R
P
I

（
ピ

ラ
イ

川
治

水
公

団
に

よ
り
実

施
さ

れ
た

工
事

）

主
管

部
長

文
書

管
理

課
長

主
管

課
長

情
報

管
理

課
長

図
書

資
料

室

受
　

付
　

印

独
立

行
政

法
人

　
国

際
協

力
機

構
図
書
資
料
室
提
出
用
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番
号

形
　

　
態

版
型

ペ
ー

ジ
数

オ
リ
ジ

ナ
ル

コ
ピ

ー
の

別
部
数

収
集

先
名

称
又

は
発

行
機

関
寄
贈
・

購
入

取
扱
区
分

利
用

表
示

利
用

者
所

属
氏

名
納

入
予

定
日

納
入

確
認

欄
資

　
　

　
料

　
　

　
の

　
　

　
名

　
　

　
称

1
1

ﾌ
ｧ
ｲ
ﾙ

ﾚ
ﾀ
ｰ

2
0
0

ｵ
ﾘｼ

ﾞﾅ
ﾙ

ピ
ラ

イ
川

治
水

公
団

(S
E
A

R
P
I)

寄
贈

1
2

電
子

ﾌ
ｧ
ｲ
ﾙ

（
C

D
)

ｵ
ﾘｼ

ﾞﾅ
ﾙ

ピ
ラ

イ
川

治
水

公
団

(S
E
A

R
P
I)

寄
贈

1
3

電
子

ﾌ
ｧ
ｲ
ﾙ

（
C

D
)

ｵ
ﾘｼ

ﾞﾅ
ﾙ

ピ
ラ

イ
川

治
水

公
団

(S
E
A

R
P
I)

寄
贈

1
4

報
告

書
ﾚ
ﾀ
ｰ

1
0
0

ｵ
ﾘｼ

ﾞﾅ
ﾙ

ピ
ラ

イ
川

治
水

公
団

(S
E
A

R
P
I)

寄
贈

1
5

電
子

ﾌ
ｧ
ｲ
ﾙ

（
C

D
)

ｵ
ﾘｼ

ﾞﾅ
ﾙ

ピ
ラ

イ
川

治
水

公
団

(S
E
A

R
P
I)

寄
贈

1
6

電
子

ﾌ
ｧ
ｲ
ﾙ

（
C

D
)

ｵ
ﾘｼ

ﾞﾅ
ﾙ

ピ
ラ

イ
川

治
水

公
団

(S
E
A

R
P
I)

寄
贈

1
7

地
図

1
ｵ

ﾘｼ
ﾞﾅ

ﾙ
In

st
it
u
to

 G
eo

gr
 f

ic
o

M
ili

ta
r 

(I
G

M
)

購
入

1
8

地
図

1
ｵ

ﾘｼ
ﾞﾅ

ﾙ
In

st
it
u
to

 G
eo

gr
 f

ic
o

M
ili

ta
r 

(I
G

M
)

購
入

1
9

地
図

1
ｵ

ﾘｼ
ﾞﾅ

ﾙ
In

st
it
u
to

 G
eo

gr
 f

ic
o

M
ili

ta
r 

(I
G

M
)

購
入

2
0

本
3
5
0

ｵ
ﾘｼ

ﾞﾅ
ﾙ

ﾗ
ﾊ

ﾟｽ
市

一
般

本
屋

購
入

2
1

本
1
1
2

ｵ
ﾘｼ

ﾞﾅ
ﾙ

ｻ
ﾝ
ﾀ
ｸ
ﾙ

ｽ
県

庁
寄

贈

2
2

本
5
8
8

ｵ
ﾘｼ

ﾞﾅ
ﾙ

ｻ
ﾝ
ﾀ
ｸ
ﾙ

ｽ
県

庁
寄

贈

2
3

本
3
8
0

ｺ
ﾋ
ﾟｰ

ボ
リ
ビ

ア
道

路
管

理
局

寄
贈

2
4

本
1
6

ｵ
ﾘｼ

ﾞﾅ
ﾙ

ボ
リ
ビ

ア
道

路
管

理
局

寄
贈

2
5

2
6

D
A

T
O

S
 I
N

F
O

R
M

A
C

IO
N

 R
E
Q

U
E
R
ID

O
S

（
必

要
情

報
デ

ー
タ

）

IN
F
O

R
M

A
C

IO
N

 D
E
 S

E
A

R
P
I

（
ピ

ラ
イ

川
治

水
公

団
の

情
報

）

IM
A

G
E
N

E
S
, 
P
L
A

N
O

S
 Y

 F
O

T
O

S
（
図

、
図

面
及

び
写

真
）

IN
F
O

R
M

A
C

IO
N

 H
ID

R
O

L
O

G
IC

A
（
水

文
デ

ー
タ

）

U
N

ID
A

D
 D

E
 H

ID
R
O

L
O

G
IA

（
水

文
ユ

ニ
ッ

ト
）

F
O

T
O

S
 S

A
T
E
L
IT

A
L
E
S

（
衛

星
写

真
デ

ー
タ

）

M
A

P
A

 C
A

R
T
O

G
R
A

F
IC

O
 D

E
 S

A
N

T
A

 C
R
U

Z
 D

E
 L

A
 S

IE
R
R
A

(ｻ
ﾝ
ﾀ
ｸ
ﾙ

ｽ
･ﾃ

ﾞ･
ﾗ
･ｼ

ｴ
ﾗ
市

地
形

図
）
 (
S
E
 2

0
-
0
6
)

L
ey

 1
3
3
3
 d

e 
M

ed
io

 A
m

b
ie

n
te

 y
 s

u
s 

R
eg

la
m

en
to

s
(1

3
3
3
環

境
法

と
そ

の
基

準
）

M
an

u
al

 d
el

 S
is

te
m

a 
d
e 

A
d
m

in
is

tr
ac

i 
n
 d

e 
m

an
te

n
im

ie
n
to

d
e 

ca
rr

et
er

as
　

A
 
o
 1

9
9
6

（
1
9
9
6
年

版
道

路
維

持
管

理
シ

ス
テ

ム
マ

ニ
ュ

ア
ル

）

IN
F
O

R
M

A
C

IO
N

 D
E
L
 A

B
C

ボ
リ
ビ

ア
道

路
管

理
局

情
報

M
A

P
A

 C
A

R
T
O

G
R
A

F
IC

O
 D

E
 C

O
T
O

C
A

　
(S

E
 2

0
-
0
7
)

(ｺ
ﾄｶ

市
地

形
図

）

M
A

P
A

 C
A

R
T
O

G
R
A

F
IC

O
 D

E
 V

A
L
L
E
G

R
A

N
D

E
　

(S
E
 2

0
-
1
0
)

(ﾊ
ﾞﾘ

ｪ
ｸ
ﾞﾗ

ﾝ
ﾃ
ﾞ市

地
形

図
）

L
ey

 G
en

er
al

 d
el

 T
ra

b
aj

o
 E

d
ic

i 
n
 A

ct
u
al

iz
ad

a 
2
0
0
9

(2
0
0
9
年

労
働

基
準

法
)

P
la

n
 d

e 
U

so
 d

el
 S

u
el

o
 P

L
U

S
(土

地
利

用
計

画
　

ﾌ
ﾟﾗ

ｽ
）

独
立

行
政

法
人

　
国

際
協

力
機

構
図
書
資
料
室
提
出
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